
　

藤
原
清
輔
（
一
一
〇
八
～
七
七
）
は
平
安
末
期
の
著
名
な
歌

人
か
つ
歌
学
者
で
あ
る
。
父
祖
や
兄
弟
等
の
閲
歴
等
は
論
じ
ら

れ
て
き
た（

１
）が
、
妻
と
子
に
つ
い
て
は
資
料
的
な
制
約
も
あ
り
等

閑
視
さ
れ
て
き
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か
し
妻
に
関
す
る
資

料
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
契
機
に
子
を
も
含
め
て

検
討
し
、
さ
ら
に
妻
子
の
眷
属
と
清
輔
の
著
作
で
あ
る
『
袋
草

紙
』『
和
歌
一
字
抄
』
と
の
関
わ
り
を
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

は
じ
め
に
妻
に
つ
い
て
述
べ
て
い
こ
う
。

　
『
清
輔
集
』
に
、

と
し
ご
ろ
す
み
け
る
人
に
お
く
れ
て
後
、
は
て
の
こ
と

な
ん
ど
営
み
け
る
と
き
、
人
の
も
と
よ
り
、
わ
か
れ
し

月
日
に
な
り
に
け
る
あ
は
れ
さ
な
ど
い
へ
り
け
れ
ば

あ
り
し
よ
の
月
日
ば
か
り
は
か
へ
れ
ど
も
む
か
し
の
い
ま

に
な
ら
ば
こ
そ
あ
ら
め	

（
三
四
三
）

と
あ
り
、
長
年
連
れ
添
っ
た
妻
の
存
在
が
分
か
っ
て
い
た
が
、

特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
佐
々
木
孝

浩
氏
が
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
自
筆
『
兼
仲
卿
記
』
の
裏

文
書
の
中
に
『
鎌
倉
遺
文
』
が
「
妙
意
申
状
」
と
命
名
す
る
古

文
書
を
発
見
し
、
翻
字
と
読
み
下
し
お
よ
び
解
説
を
加
え
て
い

る（
２
）が

、
そ
こ
に
清
輔
妻
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
清
輔
は
讃

岐
国
に
里
海
庄
を
所
有
し
て
い
る
が
（『
清
輔
集
』
四
一
九
）、

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
荘
園
は
後
一
条
院
乳
母
藤
三
位
局
→
藤

原
憲
房
→
藤
原
敦
憲
→
敦
憲
女
の
藤
原
行
盛
妻
→
行
盛
女
の
清

輔
妻
→
清
輔
へ
と
相
伝
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
清
輔
妻
の
素
姓
ま

で
判
然
と
す
る
。
必
要
箇
所
を
摘
記
す
る
と
「
次
敦
憲
譲
女
子

文
章
博
士
行
盛
妻
、
次
女
子
又
譲
息
女
清
輔
室
、
次
息
女
譲
夫
清

輔
朝
臣
顕
輔
息
」
で
あ
る
。
妻
の
父
で
あ
る
行
盛
の
子
と
し
て

『
尊
卑
分
脈
』
に
「
有
盛
」「
通
盛
」
と
と
も
に
「
女
子
」
と
だ

け
あ
る
一
人
が
み
え
る
が
、
こ
れ
が
清
輔
妻
で
あ
ろ
う
（
母
の

記
載
な
し
）。
清
輔
の
実
子
と
し
て
『
尊
卑
分
脈
』
に
「
尋
顕
」

「
公
寛
」
の
僧
籍
の
二
人
が
挙
が
る
が
母
の
記
載
は
な
い
。
そ

し
て
母
方
の
敦
憲
の
「
女
子
」
と
し
て
「
行
盛
室　

有
盛
母
」

と
す
る
一
人
だ
け
が
み
ら
れ
（
母
の
記
載
な
し
）、
こ
の
「
女

藤
原
清
輔
の
妻
と
子

　
　
―
―
『
袋
草
紙
』『
和
歌
一
字
抄
』
と
関
わ
っ
て
―
―
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子
」
が
妻
の
母
に
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
清
輔
の
岳
父
で
あ
る
行
盛
の
家
系
を
取
り
挙
げ
て
み
る
。

　

行
盛
（
一
〇
七
四
～
一
一
三
四
）
は
祖
父
家
経
、
父
行
家
、

伯
父
正
家
と
続
く
儒
者
と
し
て
大
嘗
会
和
歌
に
奉
仕
す
る
家
柄

の
出
自
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
大
嘗
会
は
公
的
行
事
の
中

で
も
天
皇
即
位
に
関
わ
る
最
も
大
事
な
儀
式
で
あ
る
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
和
歌
が
作
ら
れ
る
が
、「
悠
紀
」「
主
基
」
の
和
歌

作
者
二
人
の
う
ち
、
後
一
条
天
皇
の
大
嘗
会
か
ら
少
な
く
と
も

一
人
は
儒
者
を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
佐
々
木
氏
は
行
盛
が

儒
者
と
し
て
の
和
歌
作
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
六
条
藤
家
の
歌
人

達
は
大
嘗
会
の
知
識
や
故
実
を
こ
れ
ら
の
儒
者
か
ら
学
び
相
伝

し
た
で
あ
ろ
う
と
想
定
し
て
い
る（

３
）が

、
こ
の
卓
説
の
驥
尾
に
付

い
て
詳
し
く
検
討
し
て
い
こ
う
。

　

祖
父
家
経
（
九
九
二
～
一
〇
五
八
）
は
藤
原
頼
通
家
の
家
司

で
あ
り
、
地
方
官
を
歴
任
し
、
正
四
位
下
、
式
部
権
大
輔
、
文

章
博
士
。
永
承
四
年
（
一
〇
四
九
）
一
一
月
九
日
の
「
内
裏
歌

合
」（『
袋
草
紙
』
下
巻
に
み
え
る
）
に
歌
人
と
し
て
参
加
す

る
。『
家
経
朝
臣
集
』
が
あ
り
、『
後
拾
遺
集
』
に
四
首
な
ど
勅

撰
集
に
多
く
入
集
し
、
ま
た
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
漢
詩
一
首
入

る
な
ど
和
漢
兼
作
の
学
儒
歌
人
で
、
儒
者
と
し
て
永
承
元
年

（
一
〇
四
六
）
一
一
月
一
五
日
の
後
冷
泉
天
皇
時
の
主
基
歌
作

者
と
な
る
。『
和
歌
一
字
抄
』
に
い
ず
れ
も
『
家
経
朝
臣
集
』

に
み
ら
れ
る
一
三
首
が
入
る
。
道
長
の
命
に
よ
り
、『
万
葉
集
』

を
書
写
し
た
と
い
う
。

　

父
行
家
（
一
〇
二
九
～
一
一
〇
六
）
は
地
方
官
を
歴
任
し
、

正
四
位
下
、
対
策
、
文
章
博
士
。『
金
葉
集
』
に
二
首
入
集
。

寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
八
月
一
九
日
に
前
関
白
師
実
が
自
邸

で
催
し
た
摂
関
家
最
後
の
晴
儀
歌
合
で
あ
る
「
高
陽
院
七
番

歌
合
」（『
袋
草
紙
』
下
巻
に
み
え
る
）
に
歌
人
と
し
て
参
加
す

る
。『
新
撰
朗
詠
集
』
に
漢
詩
一
首
入
る
。
儒
者
と
し
て
寛
治

元
年
（
一
〇
八
七
）
一
一
月
一
九
日
の
堀
河
天
皇
時
の
主
基
歌

作
者
と
な
る
。『
袋
草
紙
』
上
巻
に
は
行
家
の
機
転
を
利
か
せ

た
話
が
紹
介
さ
れ
る
。
白
河
院
が
宇
治
に
御
幸
し
た
折
の
こ

と
、
興
が
尽
き
ず
今
日
一
日
の
滞
在
を
望
ん
だ
と
こ
ろ
、
宇
治

は
都
か
ら
南
に
当
た
る
の
で
明
日
は
帰
京
を
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
藤
原
師
実
が
苦
慮
し
て
い
た
が
、
行
家

が
喜
撰
法
師
の
れ
い
の
「
わ
が
庵
は
都
の
た
つ
み
し
か
ぞ
す
む

世
を
う
ぢ
山
と
人
は
い
ふ
な
り
」
を
も
っ
て
都
か
ら
宇
治
は
東

南
の
方
向
に
当
た
り
、
還
御
を
延
引
す
る
こ
と
に
支
障
は
な
い

と
進
言
し
、「
人
ま
た
美
談
と
な
」
し
た
と
い
う
。
こ
の
逸
話

は
、
行
盛
の
没
年
時
に
は
清
輔
が
二
十
七
歳
で
あ
り
、
ま
た
既

に
行
盛
女
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
清
輔
が

行
盛
か
ら
直
接
に
聞
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

伯
父
正
家
（
行
家
の
異
母
兄
。
一
〇
二
六
～
一
一
一
一
）

は
正
四
位
下
、
蔵
人
、
右
大
弁
、
式
部
大
輔
、
文
章
博
士
、

堀
河
天
皇
侍
読
。『
金
葉
集
』
に
一
首
入
集
な
ど
。
承
暦
二
年

（
一
〇
七
八
）
四
月
二
八
日
の
「
内
裏
歌
合
」（『
袋
草
紙
』
上

巻
・
下
巻
に
み
え
る
）
に
歌
人
と
し
て
参
加
し
、
ま
た
寛
治
八

年
（
一
〇
九
四
）
八
月
一
九
日
の
「
高
陽
院
七
番
歌
合
」（
前

述
）
に
弟
行
家
と
と
も
に
歌
人
と
し
て
参
加
す
る
。
永
承
四
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年
（
一
〇
四
九
）
一
一
月
九
日
の
「
内
裏
歌
合
」（
前
述
）
に

「
蔵
人
近
江
大
掾
藤
原
正
家
」、
永
承
六
年
五
月
五
日
の
「
内
裏

根
合
」（『
袋
草
紙
』
下
巻
に
み
え
る
）
に
「
蔵
人
左
衛
門
権
少

尉
藤
原
正
家
」
の
署
名
で
い
ず
れ
も
「
殿
上
日
記
」
を
漢
文
で

記
し
て
い
る
。
儒
者
と
し
て
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
一
一
月

二
一
日
の
鳥
羽
天
皇
時
の
主
基
歌
作
者
と
な
る
。『
袋
草
紙
』

下
巻
に
は
「
式
部
大
輔
正
家
語
り
て
云
は
く
」
と
し
て
、
和
歌

六
人
党
で
家
経
の
い
と
こ
に
当
た
る
藤
原
経
衡
（
一
〇
〇
五
こ

ろ
～
七
八
以
降
）
が
藤
原
道
雅
の
八
条
の
山
荘
に
お
け
る
藤
原

国
房
（
未
詳
～
一
〇
七
七
こ
ろ
）
の
詠
歌
を
揶
揄
気
味
に
評
し

た
逸
話
を
載
せ
て
い
る
。「
語
り
て
云
は
く
」
と
い
う
書
き
方

か
ら
み
れ
ば
、
正
家
の
言
談
を
直
接
聞
い
た
者
が
清
輔
に
話
し

た
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
口
吻
で
記
述
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
清
輔
に
伝
え
た
の
は
あ
る
い
は
行
盛
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
正
家
の
没
年
時
に
行
盛
は
三
十
八
歳
で
あ
る
。
ま
た
、
経

衡
に
関
わ
っ
て
い
え
ば
、『
袋
草
紙
』
上
巻
に
は
、
道
雅
の
八

条
の
山
荘
の
障
子
絵
に
書
く
歌
に
自
詠
が
選
ば
れ
た
の
を
盗
み

聞
き
し
た
経
衡
が
用
意
し
て
い
た
名
籍
を
道
雅
に
提
出
せ
ず
に

直
ぐ
に
帰
っ
た
と
い
う
歌
に
執
す
る
数
寄
な
話
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
が
、
家
経
は
選
者
か
つ
歌
人
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
こ

れ
も
正
家
ま
た
は
行
家
（
没
年
時
に
行
盛
は
三
十
三
歳
）
か
ら

行
盛
が
直
接
に
知
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。

　

行
盛
は
正
四
位
下
、
蔵
人
、
式
部
大
輔
、
文
章
博
士
。『
金

葉
集
』
に
三
首
入
集
。
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
七
月
一
三
日

の
「
内
大
臣
忠
通
歌
合
」（『
袋
草
紙
』
下
巻
に
み
え
る
）
に
方

人
歌
人
と
し
て
参
加
、
判
者
は
清
輔
の
祖
父
顕
季
（
一
〇
五
五

～
一
一
二
三
）
で
あ
る
。
保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
閏
五
月

一
三
日
の
「
内
蔵
頭
長
実
歌
合
」
に
方
人
歌
人
と
し
て
参
加
、

長
実
（
一
〇
七
五
～
一
一
三
三
）
は
顕
季
の
長
男
で
あ
る
。
判

者
は
同
じ
く
顕
季
。
こ
れ
は
六
条
藤
家
を
中
心
と
す
る
白
河
院

側
近
た
ち
の
私
的
な
小
規
模
歌
合
で
あ
る
。
元
永
元
年
六
月

一
六
日
に
は
顕
季
が
自
邸
で
「
人
麿
影
供
」
を
催
行
す
る
が
、

「
水
風
晩
来
」
で
「
式
部
の
少
輔
行
盛
」
と
し
て
歌
一
首
を
講

じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
六
条
藤
家
と
ご
く
近
し
い
関
係
に

あ
る
。
儒
者
と
し
て
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
一
一
月
一
八
日

の
崇
徳
天
皇
時
の
主
基
歌
作
者
と
な
る
。

　

一
方
、
六
条
藤
家
の
方
も
大
嘗
会
和
歌
の
作
者
で
あ
る
。
清

輔
の
祖
父
顕
季
は
行
盛
と
同
じ
崇
徳
天
皇
時
に
和
歌
作
者
に
決

定
し
て
い
た
が
、『
袋
草
紙
』
上
巻
の
「
大
嘗
会
の
歌
の
次
第
」

に
よ
れ
ば
、
病
に
よ
る
出
家
の
た
め
に
藤
原
敦
光
に
代
わ
っ
た

と
い
う
。
顕
季
の
出
家
は
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
八
月
二
四

日
、
同
年
の
一
一
月
一
八
日
の
大
嘗
会
催
行
の
前
の
九
月
六
日

に
没
す
る
。
父
顕
輔
（
一
〇
九
〇
～
一
一
五
五
）
は
康
治
元
年

（
一
一
四
二
）
一
一
月
一
五
日
の
近
衛
天
皇
時
の
悠
紀
歌
作
者

で
あ
る
。
清
輔
は
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
一
一
月
二
二
日
の

高
倉
天
皇
時
の
主
基
歌
作
者
で
あ
り
、
そ
し
て
清
輔
異
母
弟
季

経
（
一
一
三
一
～
一
二
二
一
）
は
安
徳
天
皇
と
後
鳥
羽
天
皇
の

い
ず
れ
の
時
に
も
悠
紀
歌
作
者
と
な
る
（
後
述
）。

　

大
嘗
会
と
六
条
藤
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
浅
田
徹
氏
に
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「
六
条
家
が
他
の
「
和
歌
の
家
」
と
異
な
る
の
は
、（
中
略
）
和

歌
の
公
的
側
面

0

0

0

0

を
取
り
し
き
る
べ
き
存
在
だ
と
自
覚
し
て
い
た

こ
と
に
あ
る
。（
中
略
）
清
輔
の
袋
草
紙
が
従
前
の
髄
脳
書
と

比
較
し
て
最
も
違
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
応
製
歌
会

0

0

0

0

の
作

法
・
大
嘗
会

0

0

0

の
故
実
・
勅
撰
集

0

0

0

撰
進
の
故
実
と
い
っ
た
和
歌
の

公
的
側
面
を
強
烈
に
押
し
出
し
、
そ
れ
ら
に
通
じ
た
者
と
し
て

の
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
」
と
い
う
指

摘
が
あ
る（

４
）。

迂
遠
な
が
ら
、
こ
の
公
的
側
面
と
し
て
挙
げ
る
三

点
を
『
袋
草
紙
』
上
巻
で
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
「
応
製
歌
会
の
作
法
」
に
つ
い
て
は
内
裏
歌
会
の
作
法
で
あ

り
、
目
次
で
は
「
和
歌
会
の
事
」「
題
目
の
読
様
の
事
」「
位
署

の
読
様
」「
題
目
の
書
様
」「
位
署
の
書
様
」「
和
歌
の
書
様
」

な
ど
が
該
当
す
る
。
知
ら
れ
る
ご
と
く
内
裏
歌
会
は
内
昇
殿
が

許
さ
れ
な
い
と
参
会
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
顕
季
・
顕
輔
・

清
輔
の
内
昇
殿
を
ご
く
簡
略
に
述
べ
る（

５
）と

、
顕
季
は
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
い
が
、
母
親
子
が
白
河
天
皇
の
乳
母
で
あ
り
、

十
八
歳
で
白
河
天
皇
の
六
位
蔵
人
、
十
九
歳
で
叙
爵
、
そ
の
あ

と
も
蔵
人
の
五
位
と
し
て
天
皇
に
侍
し
た
と
思
わ
れ
、
五
十
歳

で
従
三
位
と
な
る
。
父
顕
輔
は
三
十
四
歳
の
正
四
位
下
で
鳥

羽
天
皇
昇
殿
、
翌
年
崇
徳
天
皇
昇
殿
、
三
十
八
歳
こ
ろ
白
河
法

皇
へ
の
讒
言
に
よ
り
昇
殿
を
止
め
ら
れ
て
い
る
。
四
十
八
歳
で

従
三
位
に
な
る
。
清
輔
は
内
昇
殿
を
初
め
て
許
さ
れ
た
の
が

二
条
天
皇
の
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
三
月
六
日
と
遅
く
、

『
袋
草
紙
』
の
根
幹
部
分
が
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
保
元
二

（
一
一
五
七
）
～
三
年
の
八
月
こ
ろ
は
い
ま
だ
地
下
人
で
あ
っ

た
。『
清
輔
集
』
に
は
昇
殿
を
待
望
す
る
歌
が
散
見
す
る
。

　

祖
父
や
父
が
果
た
し
た
内
裏
歌
会
の
作
法
を
詳
し
く
取
り
挙

げ
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
清
輔
の
内
昇

殿
、
内
裏
歌
会
へ
の
悲
願
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
勅
撰
集
撰
進
の
故
実
」
に
つ
い
て
は
、
顕
輔
が
『
詞
花
集
』

の
撰
者
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
目
次
で
は
「
撰
集
の
故
実
」「
故
き
撰
集
の
子
細
」

「
諸
集
の
人
名
不
審
」
な
ど
が
該
当
す
る
。
特
に
「
故
き
撰
集

の
子
細
」
で
は
『
万
葉
集
』
か
ら
順
次
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
最
後
の
『
詞
花
集
』
に
至
っ
て
は
「
宣
下
状
」
が
紹
介
さ

れ
、
さ
ら
に
撰
集
過
程
と
清
輔
自
身
の
関
わ
り
な
ど
が
記
さ
れ

る
が
、
こ
れ
は
清
輔
と
父
と
の
確
執
や
父
へ
の
世
上
の
批
判
が

紹
介
さ
れ
る
異
色
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
完
璧
な

勅
撰
集
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
清
輔
は
二
条
天
皇

か
ら
勅
撰
集
撰
集
の
命
を
う
け
る
が
、
奏
覧
を
経
な
い
う
ち
に

天
皇
は
没
す
る
。
そ
の
想
い
が
『
続
詞
花
集
』
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、「
大
嘗
会
の
故
実
」
を
み
よ
う
。
目
次
で
は
「
大

嘗
会
の
歌
の
次
第
」
が
該
当
す
る
。
そ
の
内
容
は
大
嘗
会
和
歌

の
制
作
過
程
、
書
く
流
儀
、
起
源
、
悠
紀
・
主
基
を
勤
め
る
国

名
、
和
歌
の
作
者
、
宣
下
状
と
請
文
と
ず
い
ぶ
ん
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。

　

書
く
流
儀
の
項
に
は
、「
和
歌
を
書
く
の
時
、
家
々
の
説
同

じ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
し
て
、
文
字
遣
い
（
仮
名
・
真
名
）
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や
用
紙
の
使
い
方
（
一
紙
・
別
紙
）、
さ
ら
に
神
楽
歌
と
稲
舂

歌
の
書
き
順
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
家
経
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、「
家
経
の
流
は
歌
は
仮
名
、
詞
は
真
名
、
一

紙
。
ま
た
神
楽
歌
の
言
を
も
っ
て
初
め
、
自
余
の
人
は
稲
舂
歌
を
も
っ
て

初
め
と
な
す
」
と
す
る
が
、
こ
れ
を
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』

（
書
陵
部
蔵
）
で
検
す
る（

６
）と

、
後
冷
泉
天
皇
時
の
主
基
歌
作
者

を
勤
め
た
家
経
の
神
楽
歌
は
こ
こ
に
い
う
文
字
遣
い
で
あ
り
、

ま
た
初
め
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
用
紙
の
使
い
方
は
不
明
で
あ

る
。
堀
河
天
皇
時
の
主
基
歌
作
者
を
勤
め
た
息
男
行
家
の
神
楽

歌
も
家
経
と
同
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
用
紙
の
使
い
方
は
不
明

で
あ
る
。
正
家
と
行
盛
の
部
分
は
脱
落
し
て
お
り
明
確
で
は
な

い
が
、「
家
経
の
流
」
と
し
て
い
る
の
で
同
じ
書
式
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

顕
輔
に
つ
い
て
は
、「
以
下
（
注
、
大
江
匡
房
以
降
）
の
人
々

は
皆
真
名
、
別
紙
。
た
だ
し
故
左
京
は
詞
は
真
名
、
歌
は
仮

名
、
一
紙
な
り
」
と
あ
り
、
故
左
京
顕
輔
の
書
式
は
他
の
人
が

す
べ
て
漢
字
で
別
紙
に
書
く
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て

お
り
、
顕
輔
の
そ
れ
は
家
経
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

い
。『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』
で
は
顕
輔
の
部
分
は
脱
落
し

て
い
る
が
、
顕
輔
の
大
嘗
会
和
歌
制
作
は
清
輔
が
三
十
五
歳
の

時
で
あ
り
、
清
輔
は
行
盛
女
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
の
で
家
経
の
書
式
に
倣
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
清
輔

の
高
倉
天
皇
時
の
文
字
遣
い
は
顕
輔
の
述
べ
る
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
、
季
経
の
安
徳
天
皇
時
と
後
鳥
羽
天
皇
時
の
文
字
遣
い

も
顕
輔
と
同
じ
で
あ
り
、
清
輔
、
季
経
は
顕
輔
を
受
け
継
い
で

い
る
（
用
紙
の
使
い
方
は
不
明
で
あ
る
）。

　

和
歌
の
作
者
の
項
に
は
、
三
条
天
皇
か
ら
後
鳥
羽
天
皇
ま
で

の
作
者
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
後
冷
泉
天
皇
か
ら

後
鳥
羽
天
皇
ま
で
に
家
経
・
行
家
・
正
家
・
行
盛
そ
し
て
顕
季

（
交
代
し
た
敦
光
の
傍
注
と
し
て
）・
顕
輔
・
清
輔
・
季
経
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　

宣
下
状
等
の
項
に
は
、
顕
輔
に
大
嘗
会
和
歌
の
制
作
を
命
じ

る
宣
旨
を
記
し
た
書
状
、
大
博
士
中
原
師
光
（
生
没
年
未
詳
）

起
草
の
宣
旨
を
承
諾
す
る
請
文
の
書
状
、
さ
ら
に
和
歌
を
行
事

所
に
献
上
す
る
際
の
式
部
大
輔
敦
光
の
書
状
な
ど
が
あ
る
。
藤

原
敦
光
（
一
〇
六
三
～
一
一
四
四
）
は
行
盛
や
清
輔
と
は
血
縁

関
係
は
な
い
が
、「
人
麿
影
供
」
に
お
い
て
画
讃
と
影
供
記
録

を
書
き
、
さ
ら
に
崇
徳
天
皇
時
に
は
顕
季
に
代
わ
っ
て
悠
紀
歌

作
者
に
選
ば
れ
、
次
帝
近
衛
天
皇
時
に
は
主
基
歌
作
者
（
悠
紀

歌
作
者
は
顕
輔
）
に
な
る
。

　
『
袋
草
紙
』
の
根
幹
部
分
が
成
立
し
た
の
は
清
輔
が
五
十
歳

こ
ろ
で
あ
り
、
行
盛
女
か
ら
相
伝
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
大
嘗
会
関

係
資
料
に
よ
り
決
し
て
多
く
は
な
い
が
ご
く
詳
細
に
記
載
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
嘗
会
和
歌
作
者
に
選
ば
れ
続
け
る
こ
と
を
希
求
す
る
六
条

藤
家
に
と
っ
て
は
、
今
後
の
歌
道
隆
盛
を
考
え
る
と
、
行
盛
家

は
儒
者
と
し
て
大
嘗
会
和
歌
作
者
を
輩
出
す
る
確
た
る
家
柄
で

あ
り
、
六
条
藤
家
と
も
親
交
が
あ
る
。
一
方
、
行
盛
家
か
ら
す

れ
ば
、
男
に
有
盛
、
通
盛
の
二
人
が
い
る
が
、
と
も
に
儒
者
や

歌
人
と
し
て
の
事
績
が
ま
っ
た
く
見
出
さ
れ
な
い
の
で
凡
庸
で
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あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
、
清
輔
の
歌
道
に
期
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
両
家
の
思
惑
が
一
致
し
、
清
輔
と
行

盛
女
と
の
婚
姻
が
成
り
立
っ
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
は
な

い
。
行
盛
家
か
ら
は
、
経
済
的
な
面
で
援
助
す
る
べ
く
清
輔
へ

の
里
海
庄
の
伝
領
が
な
さ
れ
、
ま
た
祖
父
・
父
・
伯
父
が
関
わ

る
逸
話
も
提
供
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
に
劣
ら
ず
大
嘗
会
関
係
資

料
が
相
伝
せ
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

清
輔
没
後
は
季
経
（
一
一
三
一
～
一
二
二
一
）
が
寿
永
元
年

（
一
一
八
二
）
一
一
月
二
四
日
の
安
徳
天
皇
時
の
悠
紀
歌
作
者

と
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
一
一
月
一
八
日
こ
ろ
の
後
鳥
羽
天

皇
時
の
悠
紀
歌
作
者
と
し
て
選
ば
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
和
歌
の

作
者
の
項
に
追
補
さ
れ
て
い
る
。
六
条
藤
家
に
と
っ
て
や
は
り

大
嘗
会
は
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

二

　

次
に
清
輔
の
子
を
取
り
挙
げ
よ
う
。

　

井
上
宗
雄
氏
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
り
「
子
も
何
人
か
お

り
」
と
し
て
三
子
息
の
名
前
を
挙
げ
、「
家
の
発
展
は
、
父
の

志
に
沿
っ
て
弟
の
重
家
・
季
経
に
托
し
た
ら
し
い
」
と
指
摘

す
る（

７
）

が
、
そ
れ
以
上
の
言
及
は
な
い
。
清
輔
の
異
母
弟
重
家

（
一
一
二
八
～
八
〇
）
と
季
経
に
歌
道
家
を
委
ね
た
い
と
い
う

父
の
意
向
に
清
輔
が
従
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
『
尊
卑
分
脈
』
を
挙
げ
て
み
る
。

実
子
と
思
し
き
二
人
は
僧
籍
に
入
っ
て
お
り
、
尋
顕
の
「
興
」

は
興
福
寺
、
公
寛
の
「
山
」
は
比
叡
山
、「
阿
」
は
阿
闍
梨
で

あ
ろ
う
が
、
と
も
に
他
に
は
見
出
さ
れ
ず（

８
）、
ま
た
母
は
前
述
の

行
盛
女
で
あ
っ
た
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
。

　

猷
子
に
清
季
（
生
没
年
未
詳
）
が
い
る
が
、
他
に
は
ま
っ
た

く
見
出
せ
な
い
人
物
で
あ
る
。
実
父
と
さ
れ
る
刑
部
少
輔
藤
原

家
基
は
生
年
未
詳
、
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
こ
ろ
ま
で
は
生

存
が
確
認
さ
れ
る
。
従
五
位
下
（
正
五
位
下
と
も
）、
刑
部
少

輔
（
大
輔
と
も
）
に
至
る
。
法
名
は
素
覚
。
歌
林
苑
会
衆
の
一

人
で
源
頼
政
、
俊
恵
、
西
行
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
嘉
応
二
年

（
一
一
七
〇
）
一
〇
月
九
日
の
「
住
吉
社
歌
合
」（
清
輔
も
出

詠
）、
承
安
二
年
一
二
月
八
日
の
「
広
田
社
歌
合
」
に
い
ず
れ

も
「
素
覚
」
と
し
て
出
詠
す
る
。『
千
載
集
』
に
五
首
入
集
な

ど
。『
千
載
集
』
雑
歌
中
に
よ
れ
ば
「
白
河
院
」
に
出
仕
し
て

お
り
（
一
〇
八
一
）、
周
知
の
よ
う
に
清
輔
の
祖
父
顕
季
も
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
父
刑
部
少
甫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
基

　
　
　
　
　

清
輔　
　
　
　
　
　

清
季　
　

季
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母　
　
　
　

母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興　

尋
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

公
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
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河
院
の
重
臣
で
あ
り
、
父
顕
輔
も
初
め
父
の
縁
で
白
河
院
に
引

き
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　

家
基
の
子
と
し
て
『
尊
卑
分
脈
』
に
家
綱
、
伊
綱
、
知
家
の

三
男
が
挙
が
る
が
、
清
季
は
見
え
な
い
。
こ
の
う
ち
歌
人
と
し

て
事
績
が
伝
わ
る
の
は
伊
綱
の
み
で
あ
る
。
生
没
年
未
詳
。
五

位
、
中
務
大
輔
に
至
る
。
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
三
月
一
五

日
の
「
別
雷
社
歌
合
」、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
後
半
期
の

「
石
清
水
社
若
宮
歌
合
」
な
ど
に
出
詠
す
る
。『
千
載
集
』
に
二

首
入
集
な
ど
。

　

家
基
の
父
は
家
光
で
あ
る
。
生
没
年
未
詳
。
従
四
位
下
（
正

四
位
下
、
正
五
位
下
と
も
）、
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
正
月

伯
耆
守
と
な
り
、
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
七
月
二
四
日
に
は

伯
耆
守
在
任
中
で
あ
り
、
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
こ
ろ
に
は

故
人
で
あ
っ
た（

９
）。

和
歌
の
事
績
は
知
ら
れ
な
い
。
家
光
は
実
父

は
橘
俊
綱
で
あ
る
が
、『
尊
卑
分
脈
』
に
摂
政
藤
原
師
実
二
男

の
左
大
臣
家
忠
（
俊
綱
の
甥
）
の
男
と
し
て
「
実
者
修
理
大
夫

橘
俊
綱
子
」
と
み
え
、
家
忠
の
猷
子
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く

『
尊
卑
分
脈
』
に
は
権
大
納
言
藤
原
長
家
二
男
の
大
納
言
忠
家

の
男
と
し
て
も
挙
が
る
（
猶
子
と
し
て
の
記
述
は
な
い
）。
両

方
の
系
図
に
同
じ
子
や
孫
が
見
え
る
こ
と
か
ら
同
一
人
物
で
あ

る
が
、
同
一
人
が
二
人
の
猶
子
と
な
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
わ

れ
、
養
父
は
俊
綱
の
血
縁
関
係
か
ら
家
忠
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
。「
家
忠
」「
忠
家
」
の
酷
似
に
よ
る
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

　

家
基
の
祖
父
橘
俊
綱
（
一
〇
二
八
～
九
四
）
は
摂
政
藤
原
頼

通
（
九
九
〇
～
一
〇
七
四
）
男
、
従
四
位
下
橘
俊
遠
（
生
没
年

未
詳
）
の
猷
子
と
な
る
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
斎
藤
熙
子

氏
が
詳
細
に
述
べ
て
い
る）

（（
（

。
正
四
位
下
、
修
理
大
夫
と
身
分
は

低
い
が
、
伏
見
に
数
寄
を
凝
ら
し
た
山
荘
を
営
み
、
風
雅
の
士

を
招
い
て
歌
会
や
歌
合
を
頻
繁
に
催
行
し
、
ま
た
和
歌
六
人
党

な
ど
の
歌
人
と
親
交
を
結
ん
だ
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。『
後
拾

遺
集
』
に
四
首
入
集
す
る
。

　

以
上
、
清
季
の
父
祖
を
検
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
清

季
を
猷
子
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
曽
祖
父
俊
綱
や
父
家
基
は

和
歌
に
通
暁
し
て
お
り
、
こ
と
に
俊
綱
は
パ
ト
ロ
ン
的
な
存

在
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
し
、
家
基
は
白
河
院
臣
下
で
も
あ
っ

た
。
家
基
は
清
輔
と
ほ
ぼ
同
世
代
で
あ
り
、
旧
知
の
間
柄
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
実
子
が
二
人
と
も
早
く
に
出
家
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
清
輔
と
し
て
は
歌
道
の
継
承
を
期
待
し
て
年
少

の
う
ち
に
清
季
を
猷
子
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
凡
庸

で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
和
歌
に
関
し
て
何
の
事
績
も
残
す
こ
と
が

で
き
ず
（
位
階
や
職
歴
等
は
不
明
）、
清
輔
は
父
の
意
思
と
は

異
な
っ
た
理
由
で
大
嘗
会
関
係
資
料
や
和
歌
文
書
な
ど
を
季
経

に
譲
る）

（（
（

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
六
条
藤
家
の
発
展
を
季
経
に

託
し
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
里
海
庄
も
清
輔

か
ら
季
経
に
伝
領
さ
れ
て
い
る）

（（
（

の
で
財
産
を
相
続
さ
せ
る
た
め

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

い
ま
ま
で
清
季
を
歌
道
の
継
承
等
の
観
点
か
ら
述
べ
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
別
の
視
点
か
ら
論
じ
て
み
よ
う
。

　

前
述
の
よ
う
に
曽
祖
父
俊
綱
は
風
流
才
子
で
多
く
の
歌
会
な
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ど
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
。
高
重
久
美
氏
は
俊
綱
家
歌
会
を
詳

細
に
論
じ
て
い
る）

（（
（

が
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
清
輔
が
作
歌
の
手

引
書
と
し
て
編
纂
し
た
『
和
歌
一
字
抄
』（
原
撰
本
の
成
立
は

一
一
五
〇
～
四
年
）
の
諸
例
で
検
討
し
た
い
。

　

多
く
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
歌
群
か
ら
取
り
挙
げ
よ
う
。

「
下
」
に
、

不
一

　

秋
花
不
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

範
永

我
は
な
ほ
女
郎
花
こ
そ
哀
な
れ
尾
上
の
萩
は
よ
所
に
て
も

み
ん	

（
一
〇
一
七
）

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
衡

秋
く
れ
ば
ち
ぢ
に
心
ぞ
わ
か
れ
け
る
い
づ
れ
の
花
も
あ
か

ぬ
匂
に	

（
一
〇
一
八
）

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
房

色
色
の
花
咲
き
け
ら
し
秋
の
野
は
お
く
白
露
の
名
に
や
た

が
は
ん	

（
一
〇
一
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
孝
伊
勢
守

駒
な
べ
て
野
べ
に
立
出
で
て
な
が
む
れ
ば
心
心
に
花
咲
き

に
け
り	

（
一
〇
二
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
綱

秋
の
野
に
心
を
み
て
は
す
ぐ
る
か
な
ひ
と
つ
色
に
し
花
の

さ
か
ね
ば	

（
一
〇
二
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
経
朝
臣

あ
か
ず
の
み
秋
さ
く
花
の
み
ゆ
る
か
な
い
く
色
に
な
る
心

な
る
ら
ん	

（
一
〇
二
二
）

と
ま
と
ま
っ
た
形
で
み
え
る
。
こ
の
歌
題
「
秋
花
不
一
」
は

『
橘
為
仲
朝
臣
集
』
に
、

あ
き
の
は
な
ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
、
と
い
ふ
題
を
、
を
は

り
の
か
み
と
し
つ
な
が
い
へ
に
て

い
づ
れ
と
か
お
も
ひ
わ
く
べ
き
秋
の
の
の
千
草
の
花
に
う

つ
る
心
は	

（
一
八
）

と
あ
り
、
俊
綱
の
伏
見
邸
で
の
詠
で
あ
り
、『
橘
為
仲
朝
臣
集
』

の
配
列
か
ら
為
仲
詠
は
永
承
六
年
（
一
〇
五
一
）
秋
の
こ
と
と

な
る
。
三
康
図
書
館
本
『
和
歌
一
字
抄
』
は
「
秋
花
不
一
」
で

藤
原
範
永
（
生
没
年
未
詳
）、
藤
原
経
衡
（
一
〇
〇
五
こ
ろ
～

七
八
以
降
）、
藤
原
国
房
（
未
詳
～
一
〇
七
七
こ
ろ
）、
藤
原
義

孝
（
生
没
年
未
詳
）
の
順
で
四
首
を
挙
げ
、
義
孝
詠
の
詞
書

の
箇
所
に
「
以
上
同
座
」
と
注
記
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
七
首
は

同
じ
時
に
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
範
永
、
経
衡
、
為
仲
は
和

歌
六
人
党
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
国
房
、
義
孝
は
六
人
党
の
周

辺
歌
人
で
あ
ろ
う
。
俊
綱
は
六
人
党
、
大
江
広
経
（
生
没
年
未

詳
）
は
為
仲
と
親
交
が
あ
る
。
為
仲
を
除
く
六
人
は
『
和
歌
一

字
抄
』
成
立
以
前
の
『
後
拾
遺
集
』『
金
葉
集
』『
詞
花
集
』
に

入
集
し
、
範
永
と
経
衡
は
家
集
を
有
す
る
が
、
こ
れ
ら
六
首
は

他
に
み
ら
れ
な
い
。

　
「
上
」
に
、

林
　

一
葉
散
林　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

範
永

紅
葉
ぢ
せ
ん
木
木
の
梢
は
お
ほ
か
れ
ど
一
葉
も
ち
る
は
を

し
き
な
り
け
り	

（
五
一
六
）
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俊
綱

山
が
つ
の
た
つ
ら
の
里
の
を
ぐ
る
す
の
か
き
を
し
り
て
も

散
る
一
葉
か
な	

（
五
一
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
衡

一
葉
だ
に
ち
る
は
を
し
き
に
紅
葉
ぢ
す
る
も
り
の
梢
に
風

の
吹
く
ら
ん	

（
五
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
孝
伊
勢
前
司

あ
だ
ち
野
や
ま
ゆ
み
も
色
や
つ
き
ぬ
ら
ん
な
み
木
の
み
や

は
梢
う
ち
ち
る	

（
五
一
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良
暹

柞
原
色
づ
く
枝
を
あ
や
に
く
に
一
葉
な
れ
ど
も
先
は
ち
り

け
る	

（
五
二
〇
）

　
　
　
　

已
上
五
首
俊
綱
会

と
み
え
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
出
る
。
同
じ
歌
題
で
「
下
」
に
、

　
　

一
　

一
葉
散
林　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
房

い
つ
し
か
と
初
秋
風
に
山
し
な
の
を
か
べ
の
く
る
す
朽
葉

ち
る
ら
ん	

（
一
〇
一
五
）

と
あ
り
、
五
首
と
同
一
時
と
思
わ
れ
、
い
ず
れ
も
俊
綱
邸
の
歌

会
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
俊
綱
、
範
永
、
経
衡
、
義
孝
、
国
房
は

最
初
の
例
に
も
み
え
て
お
り
、
初
見
の
良
暹
（
一
〇
〇
三
こ
ろ

～
六
九
こ
ろ
）
は
俊
綱
と
親
し
い
歌
僧
で
あ
る
。
経
衡
詠
は
自

撰
家
集
と
さ
れ
る
『
経
衡
集
』
に
、

　

一
葉
は
や
し
に
ち
る
と
い
ふ
こ
と
を

ひ
と
は
だ
に
ち
る
は
を
し
き
を
も
み
ぢ
す
る
も
り
の
こ
ず

ゑ
に
か
ぜ
の
ふ
く
か
な	

（
四
七
）

と
あ
る
が
、『
和
歌
一
字
抄
』
以
前
の
勅
撰
集
に
多
く
入
集
す

る
良
暹
詠
も
含
め
て
五
首
は
他
に
み
ら
れ
な
い
。

　
「
下
」
に
、

如
　

晩
涼
如
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

範
永
朝
臣

松
風
の
夕
日
が
く
れ
に
吹
く
程
は
夏
す
ぎ
に
け
る
空
か
と

ぞ
み
る	

（
九
五
六
）

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
基

夏
な
れ
ど
夕
風
涼
し
小
萩
原
下
葉
や
秋
の
色
に
成
る
ら
ん

	

（
九
五
七
）

　

同
座　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
孝
伊
勢
守

夏
の
日
の
暮
れ
ゆ
く
空
の
涼
し
さ
に
秋
の
け
し
き
を
空
に

知
る
か
な	

（
九
五
八
）

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
家
卿

夏
の
日
も
夕
日
が
く
れ
に
成
る
と
き
は
秋
か
ぜ
よ
り
も
涼

し
か
り
け
り	

（
九
五
九
）

と
み
え
、
こ
れ
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
初
見
の
津
守
国
基

（
一
〇
二
三
～
一
一
〇
二
）
は
白
河
院
側
近
の
歌
人
や
良
暹
、

賀
茂
成
助
（
一
〇
三
四
～
八
二
）
等
と
の
親
交
が
知
ら
れ
る
。

同
じ
く
源
頼
家
（
生
没
年
未
詳
）
は
和
歌
六
人
党
の
一
人
。
こ

の
う
ち
、
範
永
詠
は
の
ち
の
『
新
拾
遺
集
』
雑
歌
上
に
、

橘
俊
綱
朝
臣
伏
見
に
て
歌
合
し
侍
り
け
る
に
、
晩
涼
如

秋
と
い
ふ
事
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
範
永
朝
臣

松
風
の
夕
日
が
く
れ
に
吹
く
程
は
夏
す
ぎ
に
け
る
空
か
と
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ぞ
み
る	

（
一
五
八
五
）

と
俊
綱
邸
で
の
歌
合
（
あ
る
い
は
歌
会
か
）
と
し
て
入
る
が
、

こ
れ
ら
四
首
と
も
『
和
歌
一
字
抄
』
以
前
の
勅
撰
集
に
は
み
ら

れ
な
い
。

　

歌
題
か
ら
み
て
同
じ
時
に
詠
ま
れ
た
と
思
し
き
歌
が
他
に
三

首
見
出
さ
れ
る
。

　

ま
ず
『
後
拾
遺
集
』
夏
に
、

俊
綱
朝
臣
の
も
と
に
て
晩
涼
如
秋
と
い
ふ
心
を
よ
み
侍

け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
頼
綱
朝
臣

な
つ
や
ま
の
な
ら
の
は
そ
よ
ぐ
ゆ
ふ
ぐ
れ
は
こ
と
し
も
秋

の
心
地
こ
そ
す
れ	

（
二
三
一
）

と
あ
る
。
頼
綱
（
一
〇
二
四
こ
ろ
～
九
七
）
の
縁
戚
に
和
歌
六

人
党
の
メ
ン
バ
ー
が
多
く
、
異
母
兄
源
頼
実
（
一
〇
一
五
～

四
四
）、
父
方
の
叔
父
源
頼
家
、
母
方
の
叔
父
範
永
が
い
る
。

　

次
に
『
経
衡
集
』
に
、

　

ゆ
ふ
べ
の
す
ず
み
秋
の
ご
と
し
と
い
ふ
題
を

な
つ
ご
ろ
も
か
さ
ね
や
せ
ま
し
ゆ
ふ
さ
れ
ば
あ
き
た
ち
き

た
る
心
地
こ
そ
す
れ	

（
一
八
）

そ
し
て
『
万
代
集
』
夏
に
、

　

晩
涼
如
秋
と
い
ふ
こ
と
を　
　
　
　
　

良
暹
法
師

ゆ
ふ
ぐ
れ
の
く
ず
の
は
か
へ
し
ふ
く
か
ぜ
に
な
つ
の
の
し

か
も
な
き
ぬ
べ
き
か
な	

（
七
六
七
）

と
あ
る
。

　

次
に
、
二
首
ま
と
ま
っ
て
い
る
例
を
挙
げ
よ
う
。

　
「
上
」
に
、

未
落

　

山
花
未
落　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
信

う
ら
み
じ
な
山
の
は
か
げ
の
山
ざ
く
ら
お
そ
く
咲
け
ど
も

遅
く
散
り
け
り	

（
四
四
七
）

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

師
賢

さ
か
り
と
て
見
る
空
も
な
し
色
か
へ
ぬ
と
き
は
の
山
の
花

に
し
あ
ら
ね
ば	

（
四
四
八
）

　
　
　
　

已
上
俊
綱
会

と
あ
る
。
源
経
信
（
一
〇
一
六
～
九
七
）
は
俊
綱
の
実
父
頼
通

の
臣
下
で
あ
り
、
そ
の
関
係
で
歌
会
に
参
加
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
源
師
賢
（
一
〇
三
五
～
八
一
）
は
経
信
や
頼
家
と
親
交
が

あ
っ
た
。
経
信
詠
は
の
ち
の
『
風
雅
集
』
春
歌
下
に
「
山
花
未

落
と
い
ふ
事
を
」
と
の
詞
書
で
入
集
す
る
が
、
俊
綱
歌
会
の
こ

と
は
み
え
ず
（
二
五
九
）、
ま
た
他
撰
家
集
と
さ
れ
る
『
経
信

集
』
に
は
「
山
花
未
落
」
と
歌
題
だ
け
が
記
さ
れ
て
入
集
す
る

（
三
五
）。

　

い
ま
一
例
は
「
下
」
に
、

即
事

　

於
伏
見
別
業
即
事　
　
　
　
　
　
　
　

俊
綱

わ
ぎ
も
こ
と
ま
づ
む
つ
ご
と
の
初
に
は
ひ
と
り
ふ
し
み
の

里
と
か
た
ら
ん	

（
一
〇
三
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顕
実

あ
さ
ま
だ
き
か
し
ら
の
霜
を
は
ら
へ
ど
も
き
え
ぬ
は
年
の

つ
も
る
な
り
け
り	

（
一
〇
三
八
）

と
あ
る
。「
顕
実
」
は
従
三
位
藤
原
顕
実
（
一
〇
四
九
～
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一
一
一
〇
）
か
。
和
歌
の
事
績
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

二
首
は
他
に
み
ら
れ
な
い
。

　

叙
上
の
よ
う
に
、
俊
綱
邸
で
の
詠
歌
と
考
え
ら
れ
る
『
和
歌

一
字
抄
』
入
集
の
二
〇
首
（
精
査
す
れ
ば
増
え
る
可
能
性
あ

り
）
は
そ
れ
以
前
の
勅
撰
集
に
は
入
集
し
て
い
な
い
。
俊
綱
邸

で
の
歌
会
お
よ
び
歌
合
の
入
集
数
を
み
る
と
、『
後
拾
遺
集
』

に
三
首
（
い
ず
れ
も
歌
会
）、『
金
葉
集
』
に
一
首
（
歌
合
）、

『
詞
花
集
』
に
四
首
（
い
ず
れ
も
歌
会
）
と
け
っ
し
て
多
く
は

な
く
、
特
に
『
後
拾
遺
集
』
に
は
そ
の
感
が
強
い
。
想
像
さ
れ

る
ほ
ど
に
は
資
料
的
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
対
し
て
、『
和
歌
一
字
抄
』
は
総
数
と
し
て
は
け
っ
し
て
多

く
は
な
い
が
独
自
の
歌
が
あ
り
、
し
か
も
同
一
歌
題
で
の
四
～

六
首
の
歌
群
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
諸
資
料
か
ら
一

首
ず
つ
拾
集
し
て
い
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
完
全
な
形
で
は
な

く
と
も
手
控
え
的
な
も
の
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
詠
草
資
料
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
収
め
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
の
所
持
者
は
当
の
主
宰
者
俊
綱
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

が
家
光
（
家
忠
の
猷
子
で
あ
っ
て
も
）、
家
基
か
ら
清
季
に
伝

承
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
袋
草
紙
』
に
目
を
転
じ
よ
う
。
俊
綱
に
関
わ
っ
て
の
和
歌

説
話
が
多
く
み
ら
れ
る
。

　

ま
ず
俊
綱
の
直
截
的
な
体
験
談
を
挙
げ
よ
う
。

木
幡
山
す
そ
の
の
嵐
さ
む
け
れ
ば
伏
見
の
さ
と
も
え
こ

そ
ね
ら
れ
ね

こ
れ
は
、
俊
綱
朝
臣
の
伏
見
に
侍
り
け
る
に
、
夜
た
た
ず

み
あ
り
き
け
る
に
、
あ
や
し
の
宿
直
童
の
土
に
ふ
せ
り
て

な
が
め
け
る
歌
な
り
。
こ
れ
を
聞
き
て
小
袖
を
ぬ
ぎ
て
給

ひ
け
り
と
ぞ
。
下
﨟
の
着
る
つ
づ
り
と
云
ふ
物
を
ば
こ
は

た
と
い
ふ
と
云
々
。	

（
上
巻
）

俊
綱
が
宿
直
童
の
歌
に
応
え
て
綴
り
衣
を
与
え
た
話
で
あ
る
。

　

俊
綱
邸
で
の
歌
会
に
お
け
る
逸
話
に
次
の
二
話
が
あ
る
。

先
達
も
誤
る
事
あ
り
。
良
暹
は
「
郭
公
な
が
な
く
」
と
云

ふ
事
を
「
長
鳴
く
」
と
い
ふ
心
と
存
じ
た
る
な
り
。
俊
綱

朝
臣
の
許
に
お
い
て
五
月
五
日
に
「
郭
公
を
詠
め
る
」
歌

に
云
は
く
、

や
ど
ち
か
く
し
ば
し
汝
が
鳴
け
時
鳥
け
ふ
の
あ
や
め
の

ね
に
も
た
ぐ
へ
ん

懐
円
嘲
哢
し
て
云
は
く
、「「
ほ
と
」
と
鳴
き
は
じ
め
て
、

「
ぎ
す
」
と
な
が
む
る
に
や
」
と
云
々
。	

（
上
巻
）

歌
僧
良
暹
は
前
述
の
よ
う
に
俊
綱
と
親
交
が
あ
り
、
歌
会
に
も

参
加
し
て
い
る
。
懐
円
（
生
没
年
未
詳
）
は
源
道
済
（
未
詳
～

一
〇
一
九
）
男
で
、
同
じ
よ
う
に
良
暹
詠
を
愚
弄
、
酷
評
し
た

話
も
み
え
る
（
下
巻
）。

俊
綱
朝
臣
の
家
に
、「
水
上
の
月
」
を
詠
じ
た
る
歌
を
講

ず
。
而
し
て
田
舎
の
兵
士
、
中
門
の
辺
に
宿
し
て
こ
の

事
を
聞
き
、
即
ち
青
侍
に
語
り
て
云
は
く
、「
予

あ
ら
か
じめ
今
夜

の
題
を
こ
そ
つ
か
う
ま
つ
り
て
候
へ
」
と
云
々
。
侍
云
は

く
、「
興
有
る
事
な
り
、
如
何
」
と
。
兵
士
詠
じ
て
云
は

く
、
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水
や
空
空
や
水
と
も
み
え
わ
か
ず
か
よ
ひ
て
す
め
る
秋

の
夜
の
月

侍
来
た
り
て
こ
の
由
を
申
す
。
万
人
驚
歎
し
て
詠
吟
し
、

且
つ
感
じ
且
つ
恥
ぢ
て
お
の
お
の
退
出
す
と
云
々
。

	

（
上
巻
）

「
水
や
空
」
詠
は
『
続
詞
花
集
』
秋
上
に
「
題
し
ら
ず　

よ
み

人
も
」
と
し
て
入
集
す
る
（
一
八
四
）。

　

ま
た
俊
綱
の
播
磨
守
在
任
中
（
一
〇
六
四
～
六
七
）
の
話
も

あ
る
。俊

綱
朝
臣
播
磨
国
に
下
向
の
間
、
高
砂
に
お
い
て
お
の
お

の
和
歌
を
詠
ず
。
而
し
て
大
宮
の
先せ

ん

生じ
や
う

藤
原
義
定
こ
れ

を
詠
ず
。

わ
れ
の
み
と
思
ひ
こ
し
か
ど
高
砂
の
尾
上
の
松
も
ま
だ

立
て
り
け
り

人
々
感
歎
す
。
良
暹
云
は
く
、「
女
牛
に
腹
つ
か
れ
た
る

た
ぐ
ひ
か
な
」
と
云
々
。
自

お
の
づ
から
か
く
の
如
き
こ
と
有
る
な

り
。	
（
上
巻
）

先
生
は
春
宮
坊
の
帯
刀
の
長
の
こ
と
。
義
定
は
生
没
年
未
詳
。

「
わ
れ
の
み
と
」
詠
は
『
後
拾
遺
集
』
雑
三
に
、

身
の
い
た
づ
ら
に
な
り
は
て
ぬ
る
こ
と
を
お
も
ひ
な
げ

き
て
は
り
ま
に
た
び
た
び
か
よ
ひ
侍
け
る
に
た
か
さ
ご

の
ま
つ
を
み
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
義の

り

定

わ
れ
の
み
と
お
も
ひ
こ
し
か
ど
た
か
さ
ご
の
を
の
へ
の
ま

つ
も
ま
だ
た
て
り
け
り	

（
九
八
五
）

と
あ
り
、
義
定
は
播
磨
国
に
行
き
俊
綱
の
歌
会
に
た
び
た
び
列

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
逸
話
は
い
ず
れ
も
具
体
的
に
記
さ
れ
て
お
り
、
か

つ
俊
綱
が
直
接
関
わ
っ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の

俊
綱
が
関
わ
ら
な
い
場
で
あ
っ
て
も
、『
袋
草
紙
』
に
は
俊
綱

と
親
し
い
経
衡
、
範
永
、
頼
綱
、
国
基
、
良
暹
（
い
ず
れ
も

既
出
）、
俊
綱
邸
で
の
歌
合
に
参
加
し
て
い
る
藤
原
国
行
（
生

没
年
未
詳
）、
俊
綱
や
良
暹
と
の
交
流
が
知
ら
れ
て
い
る
藤
原

孝
善
（
未
詳
～
一
〇
八
八
こ
ろ
）
な
ど
の
逸
話
が
多
く
み
ら
れ

る
。
著
名
な
俊
綱
ゆ
え
に
こ
れ
ら
が
広
く
世
上
に
流
布
し
て
い

た
か
と
も
推
測
さ
れ
る
が
、『
和
歌
一
字
抄
』
の
例
か
ら
み
て

同
様
な
相
伝
を
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
書
承
だ
け
で
は
な
く
口
承
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

次
の
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
俊
綱
の
猷
子
に

源
俊
頼
（
一
〇
五
五
～
一
一
二
九
）
が
い
る
。
俊
綱
の
実
父
頼

通
と
俊
頼
の
実
父
経
信
（
一
〇
一
六
～
九
七
）
は
最
高
権
力
者

と
臣
下
と
い
う
親
密
な
信
頼
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
猷
子

縁
組
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
猷
子
の
期
間
は
俊
綱
が
播
磨
守

時
代
の
俊
頼
の
十
二
～
十
九
歳
こ
ろ
か
ら
俊
綱
の
没
年
ま
で
の

二
一
～
二
八
年
間
と
さ
れ
る）

（（
（

が
、
養
父
と
の
関
係
は
具
体
的
な

資
料
に
乏
し
く
明
ら
か
で
な
い
。

　
『
袋
草
紙
』
に
は
俊
頼
の
言
行
が
頻
出
す
る
が
、
二
話
を
挙

げ
て
み
よ
う
。

俊
頼
の
君
云
は
く
、「
折
節
に
叶
ひ
た
る
歌
を
詠
ず
る

は
、
よ
む
に
は
ま
さ
れ
る
な
り
。
先
年
、
前
斎
宮
伊
勢
よ

り
帰
京
の
時
、
御
供
に
候
す
。
淀
の
渡
り
に
御
舟
付
け
て
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人
々
寝
ね
ず
あ
か
す
間
、
向
ひ
の
方
に
子
規
一
声
鳴
き
て

行
く
。
万
人
断
腸
す
。
御
船
よ
り
は
女
房
の
寝
声
に
、

「
淀
の
渡
り
の
ま
だ
よ
ぶ
か
き
に
」
と
詠
じ
た
り
し
、
時

に
臨
み
て
め
で
た
か
り
し
者
な
り
。
人
々
感
歎
し
て
今
に

忘
れ
難
し
」
と
云
々
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
巻
）

白
川
院
、
鳥
羽
殿
に
お
け
る
九
月
十
三
夜
の
「
池
上
の

月
」
の
和
歌
に
、
序
者
経
信
卿
の
歌
に
云
は
く
、

て
る
月
の
い
は
ま
の
水
に
や
ど
ら
ず
は
玉
ゐ
る
か
ず
を

い
か
で
し
ら
ま
し

「
池
」
の
字
な
き
の
由
を
も
つ
て
こ
れ
を
傾
く
。
俊
頼
語

り
て
云
は
く
、「
こ
の
由
、
経
信
云
は
く
、「
し
か
い
ふ
な

り
に
や
」
と
て
他
の
答
な
し
」
と
云
々
。	

（
上
巻
）

　

こ
れ
ら
は
清
輔
が
俊
頼
か
ら
直
接
聞
い
た
と
し
て
も
違
和
感

を
感
じ
さ
せ
な
い
書
き
方
で
あ
る
。
清
輔
が
二
十
二
歳
の
時
に

俊
頼
は
七
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
が
、
清
輔
の
歌
学
知
識
の
根

幹
に
位
置
す
る
の
が
『
俊
頼
髄
脳
』
で
あ
り
、『
袋
草
紙
』
で

は
和
歌
説
話
も
含
め
て
消
化
し
た
形
で
こ
れ
を
利
用
す
る
。
た

と
え
上
の
二
話
が
俊
頼
直
々
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
と
俊
綱

に
関
わ
る
逸
話
の
相
伝
は
、
俊
綱
の
猷
子
と
い
う
実
態
が
ま
っ

た
く
不
明
で
あ
り
、
か
つ
俊
頼
と
弱
冠
の
清
輔
の
交
流
が
ど
れ

ほ
ど
親
密
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
か
ら
思
量
す
る
と
、
前

考
の
方
が
無
難
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
祖
父
と
父
は
俊
頼
と
直
接
に
接
触
す
る
機
会
が
あ
り

（『
袋
草
紙
』）、
俊
頼
か
ら
い
く
ら
か
の
話
を
聞
い
て
い
た
可
能

性
は
存
す
る
。

　

憶
測
を
重
ね
て
き
た
が
、
清
季
が
家
光
、
家
基
か
ら
相
伝
し

て
き
た
俊
綱
に
関
わ
る
詠
草
資
料
や
和
歌
説
話
を
清
輔
に
提
供

し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
歌
人
や
歌
学
者
と
し
て
は

期
待
に
沿
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
点
で
は
評
価
す
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
付
記
〕

和
歌
の
引
用
は
、『
清
輔
集
』
は
拙
著
『
清
輔
集
新
注
』、

他
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。『
袋
草
紙
』
は
『
新

日
本
古
典
文
学
大
系
』、『
尊
卑
分
脈
』
は
『
新
訂
増
補
国

史
大
系
』
に
よ
る
。

〈
注
〉

（
１
）『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』
所
収
「
第
二
章
六
条
藤

家
の
人
々
」

（
２
）「
人
麿
影
の
伝
流
―
影
供
料
里
海
庄
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（「
和
歌
文
学
研
究
」
第
六
十
号
）

（
３
）「
六
条
藤
家
か
ら
九
条
家
へ
―
人
麿
影
と
大
嘗
会
和
歌

―
」（「
芸
文
研
究
」
第
五
十
三
号
）

（
４
）「
六
条
家
―
承
安
～
元
暦
頃
を
中
心
に
―
」（
和
歌
文
学

論
集
６
『
平
安
後
期
の
和
歌
』）

（
５
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
藤
原
清
輔
の
内
昇
殿
」（『
古
代
中

世
文
学
論
考　

第
29
集
』）
を
参
看
の
こ
と
。

（
６
）
藤
岡
忠
美
・
芦
田
耕
一
・
西
村
加
代
子
・
中
村
康
夫

『
袋
草
紙
考
証
歌
学
篇
』
を
参
看
の
こ
と
。
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（
７
）（
１
）
に
同
じ
。

（
８
）
公
寛
は
、『
新
拾
遺
集
』
雑
歌
中
に
「
述
懐
歌
よ
み
侍

り
け
る
に　

公
寛
法
師　

う
き
世
を
も
い
と
ひ
ぞ
は
て
ぬ

折
折
に
か
は
る
心
の
定
な
け
れ
ば
」（
一
八
五
六
）
と
み

え
る
人
物
が
い
る
が
、
別
人
で
あ
ろ
う
。

（
９
）
斎
藤
熙
子
『
赤
染
衛
門
と
そ
の
周
辺
』
所
収
「
第
三
部

『
後
拾
遺
集
』
と
そ
の
歌
人　

Ⅲ
橘
俊
綱
考
」

（
10
）（
９
）
に
同
じ
。

（
11
）（
４
）
に
同
じ
。

（
12
）（
２
）
に
同
じ
。

（
13
）『
和
歌
六
人
党
と
そ
の
時
代　
後
朱
雀
朝
歌
会
を
軸
と
し

て
』
所
収
「
二
六
人
党
の
時
代　

Ⅳ
永
承
年
間
の
六
人
党

　

第
三
章
俊
綱
家
歌
会
」

（
14
）（
９
）
に
同
じ
。
柏
木
由
夫
『
平
安
時
代
後
期
和
歌
論
』

所
収
「
第
二
編
歌
人
研
究　

第
三
章
源
俊
頼
と
そ
の
周
辺
」

	

（
本
学
名
誉
教
授
）
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